
 

静岡県立清水南高等学校中等部 

    清水南高中等部だより 

 

平成２８年度全国学力・学習状況調査の調査結果をお知らせします      

本年度 4 月に３年生を対象に全国学力・学習状況調査を行いました。その調査結果が９月末文部科学省から

出され、そこから見える本校の生徒の状況についてお知らせします。今回の調査は国語、数学の２教科です。 
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＜ 学力２＞ 
 数学の学力 

○Ａ.Ｂともに全国、静岡県平均を上回っており、良好で

ある。 

○Ａ問題においては、関数以外の３領域の正答率は約 85%

だった。 

○Ｂ問題において、数学的な考え方は全国平均に対しての

正答率が高く、数学的な知識を身のまわりの事象に活用

できる生徒が多いと言える。 

●関数領域の問題は苦手意識が強い生徒が多く、正答率は

他の３領域よりも低いが、全国平均の 1.5 倍程度の正答

率がある。 

 

  

＜学力１＞ 
国語の学力  

○Ａ.Ｂともに全国、静岡県平均を上回っており、良

好である。 

○設問に対する無解答率が非常に低い。自分なりに考

えた答えを表現しようとする姿勢が身に付いてい

る生徒が多いといえる。 

●漢字の問題で正答率が低いものがあった。漢字一字

が持つ意味と熟語の意味を関連付けて考える習慣

をつけていく指導をしていきたい。 

●文章を書くだけではなく、正しく書いてあるのか見

直したり、読み比べて表現について考えたりする学

習が必要だと感じる。 

 

＜学習面の習慣＞ 

○毎日家庭学習に取り組む習慣

が身に付いている。 

○学習塾に通っている割合は全

国と比べ約２０ポイント低い

が、学校での学習と家庭学習が

十分定着できているためだと

思う。 

○平日読書をする生徒の割合、新

聞を見たり、ニュース番組を見

たりする時間が全国、県平均よ

り多い。 

●予習・復習をしている生徒が少

ない。 

全国学力学習状況調査 

からみた 

   清水南高中等部の生徒とは… 
   全国と比べて…  ○よい ●課題 

＜学校生活＞ 

○「学級みんなで協力して何かをや

り遂げ、うれしかったことがある」

と答えた生徒が全国平均より約８

ポイント高い。本校では行事等で

実行委員や係等のリーダーの頑張

りを認める雰囲気づくりを心がけ

ていることと、ミュージカルなど

の表現活動に取り組む「表現」の

授業の成果が大きいと考える。 

○どの授業でも自分の考えを自由に

表現できる雰囲気ができている。 

●「学校の規則を守っている」割合

が全国平均より低いが、生徒の自

主性に任せる指導がそう感じさせ

ているのかもしれない。また「友

達との約束を守っている」と答え

た生徒の割合が全国平均を下回っ

ていることが気になった。 

  何が原因なのか学校としても考え

ていかなくてはいけないと思う。

またこれを機会に各御家庭でもこ

の２つのことについて話す機会を

作ってみてはどうでしょう。   

＜日常生活＞ 
○慎重派の生徒が多いが、一度取りかかれば最後までやり抜こうとする態

度が身に付いている。 

○将来の夢や希望を持っている生徒が全国平均よりも多く、中高一貫教育

により高校生の話を聞いたり、大学見学へ行ったりする成果だと考える 

○平日にテレビを見たり、ゲームをしたりする時間が少ない。また携帯電

話利用時間も平均よりは少ない。 

○「自分にはよいところがあると思う」と答えた生徒の割合が昨年度まで

全国平均よりも若干少なかったが、今回は上回った。これは自己肯定感

を高めるための手だてとして、UPride プロジェクトに学校全体で取り組

んできた成果の表れだと考える。 
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１．教科の調査結果より 

国 語 
話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 言語に関すること 全 体  

A(知識） B(活用） A(知識） B(活用） A(知識） B(活用） A(知識） B(活用） A(知識） B(活用） 

全  国 ７８．９  ７３．７ ５８．３ ７８．６ ６６．５ ７３．９   ７５．６ ６６．５ 

静 岡 県 ８０．７  ７５．５ ６３．６ ８０．４ ６９．９ ７４．６   ７６．９ ６９．９ 

本 校 ８９．３  ８２．２ ７７．７ ８９．４ ８３．３ ８２．６   ８５．０ ８３．３ 

 

数 学 
数と式 図形 関数 資料の活用 全 体  

A(知識） B(活用） A(知識） B(活用） A(知識） B(活用） A(知識） B(活用） A(知識） B(活用） 

全  国 ６５．９ ５１．５ ６７．１ ３３．３ ５２．０ ４１．４ ５６．５ ３９．３ ６２．２ ４４．１ 

静 岡 県 ６８．０ ５３．９ ６９．６ ３７．３ ５３．２ ４２．４ ５９．６ ４４．５ ６４．３ ４６・６ 

本 校 ８３．５ ７４．８ ８４．４ ６０．４ ７８．２ ５７．４ ８６．１ ６３．５ ８２．９ ６５．６ 

 

２．生活質問紙結果より 

全 国 静岡県 本 校 

○「学級みんなで協力して何かやり遂げ、うれしかったこ

とがありますか」に対し「当てはまる」の割合 
５７．９ ５７．７ ６２．６ 

●「家で、学校の授業の予習をしていますか」に対し「して

いる」の割合 
１１．９ １０．１ ３．５ 

●「家で、学校の授業の復習をしていますか」対し「してい

る」の割合 
１８．４ １４．３ ６．１ 

「学習塾(家庭教師を含む）で勉強していますか)に対して

「学習塾に通っていない」の割合 
３８．９ ３４．２ ６０．０ 

●「友達との約束を守っていますか」に対して「当てはま

る」の割合 
６８．５ ６８．５ ６０．９ 

●「学校の規則を守っていますか」に対して「当てはまる」

の割合 
６１．６ ６２．９ ５０．４ 

○「将来の夢や目標を持っていますか」に対して「当ては

まる、どちらかといえば当てはまる」の割合 

 
７１．１ ７１．２ ７５．６ 

○「自分には、よいところがあると思いますか」に対して

「当てはまる」の割合 
２７．４ ３０．０ ３１．３ 

 

教科の調査結果より全国と静岡県との比較 

 


